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溶．．．．’・定・、廿只
の
一
環
と
し
選
発
表
を
十
月
二
十
一

H
県

翌
対
象
に
ポ
強
委
員
会
よ
り
来
町
を
得
て

1

ス
タ
ー
及
び
一
般
の
語
募
集
は
皆
一
人
選
作
品
の
発
表
は
、
ポ
ス
タ
ー

さ
ん
の
協
力
で
、
ボ
ス
タ
ー
、
椋
語
を
公
民
餡
分
館
、
町
内
関
係
施
設
に

と
も
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
ヤ
分
け
て
展
示
し
、
椋
語
は
、
今
后
、

月

十

日

/

切

っ

た

。

町

報

、

公

民

館

纏

な

ど

に

載

せ

る

こ

審
査
が
、
小
中
学
校
の
先
生
方
の
と
と
す
る
。

協

力

で

十

四

日

に

終

っ

た

の

で

、

入

尚

応

募

点

数

没

び

人

選

点

数

は

,

9

,

1

ー
ー
＼
ー
，

1
9
,
＇

1

年

金

は

自

分

の

掛

金

を

と

ら

ず

一

か

ら

の

税

医

容

の

進

歩

、

国

民

皆

保

険

の

．

な

っ

て

く

る

の

で

す

。

年

を

と

っ

て

悛
の
生
活
を
保
障
す
る
も
の
と
金
を
財
源
と
す
る
福
祉
年
金
（
無
拠
~
冶
な
ど
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
低
下
働
け
な
く
な
っ
た
と
\
J

、
孫
か
ら
「

し
て
、
い
ま
ま
で
恩
給
と
か
、
厚
生
出
年
金
）
と
が
あ
り
ま
す
が
、
掛
金
．
し
、
寿
命
が
延
び
た
こ
と
と
、
家
族
•
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

年
金
保
険
、
各
挿
共
済
組
合
な
ど
の
．
を
か
け
る
拠
出
年
金
が
中
心
で
、
ど
〗
計
面
の
牌
及
に
よ
っ
て
出
生
率
が
低
ふ
年
を
と
っ
た
ら
、
，
み
ん
な
年
金
を
も

'

0

 

:
ら
っ
て
る
の
に
ど
う
し
て
う
ち
は
も

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
｛
の
年
金
制
度
で
も
加
入
者
は
み
ん
な
・
下
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
す
こ
の
・

．
ら
え
な
い
の
。
」
と
い
わ
れ
た
と
き

扁
口
と
返
事
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

ペ
て
官
公
庁
や
会
社
、
工
場
な
ど
に
]
芦
金
を
す
る
た
て
ま
え
を
と
っ
て
い
；
↑
と
は
い
い
か
え
れ
ば
将
来
若
い
人
．

勤
め
て
い
る
一
部
の
人
た
ち
に
限
ら
．
ま
し
て
、
自
分
で
も
努
力
し
r

国

の

が

老

人

を

養

な

う

度

合

が

大

き

く

負

こ
J

の
さ
び
し
さ
を
考
え
て
み
て
く
だ
，

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
か
ら
方
で
も
み
て
も
ら
う
と
い
う
制
度
に
担
も
重
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

i

さ
い
。
自
分
の
老
後
の
生
活
を
さ
さ

と
り
残
さ
れ
て
い
た
農
漁
民
や
、
個
；
な
っ
て
い
ま
す
。

｝・

人
営
業
の
商
店
の
人
た
ち
た
ど
全
国
い

民

が

一

人

残

ら

ず

国

家

の

保

障

と

‘

[

国

民

年

金

は

わ

た

し

た

ち

の

恩

給

曰

お
互
の
責
任
に
よ
っ
て
年
金
が
受
け
~

ら

れ

る

よ

う

に

と

い

う

強

い

要

望

に

．

で

す

。

現

在

若

い

人

七

人

に

対

し

て

え

る

も

の

は

、

年

金

（

恩

給

）

で

吝

パ
、
昭
和
九
[
つ
て
自
分
の
つ

v
っ
{
伝
財
産
や
弓
巫
子

よ
っ
て
こ
の
制
度
が
生
ま
れ
た
の
で
．
社
会
全
体
に
老
令
者
が
多
く
な
．
老
人
一
人
の
割
合
で
す
4
"

{
の
仕
送
り
は
つ
け
た
し
だ
と
い
う
時
＼

パ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

る
、
〖

0
年
に
は
若
い
人
二
人
で
老
人
一
人

す
。
も
と
も
と
社
会
保
障
制
度
は
、
●

に
な
り
ま
す
。
．

国
民
一
人
一
人
が
行
な
う
貧
困
に
対
[
~
の
面
倒
を
み
る
こ
と

肱
川
町
の
加
入
状
況

ヽ
~
被
保
険
者
数
二
、

0

一
五
人

す
る
予
防
を
国
民
が
共
同
し
て
行
な
[
最
近
の
わ
が
国
の
人
口
の
勁
き
を
[
そ
の
扶
養
を
若
い
人
た
ち
だ
け
に

お
う
と
す
る
も
の
で
、
国
民
年
金
i
C
[
み
ま
す
と
、
お
と
し
よ
り
が
し
だ
い
．
負
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
加
人
者
数
一
、
八
七
五
人

？

社

会

的

な

・

未

加

入

者

一

四

0
人

．

加

入

率

九

三

％

i

に

増

え

て

く

る

傾

向

し

て

お

り

｀

こ

の
i

は
、
加
入
者
が
掛
金
（
保
険
料
）
を

か

け

る

拠

出

と

、

加

人

者

か

ら

．

ま

す

。

こ

れ

は

の

向

上

ゃ

[

組

織

ー

が

必

要

に

檜

県

の

加

入

率

よ

九

四

｀

七

%

強
啓

‘
`
J
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標

入
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の
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の町

の
み
な
さ
ん
、
あ

た
は
選
挙
人
名
第
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
町
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
毎
年
九
月
ャ
五

日
現
在
で
町
内
に
住
所
の
あ
る

有
権
者
を
調
査
し
、
「
基
本
選

挙
人
名
簿
」
を
つ
、
く
り
ま
す
。

こ
の
名
第
は
十
月
一
杯
で
調

整
を
終
り
、
み
な
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
ま
す
。
又
こ
の
名
流

は
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
来
年

の
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
間
に

本

山
村
の
「
く
ら
し
」
の

け
て
、
発
育
ざ
か
り
の
子
の
成
育

が
、
非
常
に
お
く
れ
、
そ
れ
が
そ
の

人
の
一
生
に
ま
で
つ
よ
く
影
響
す
る

こ
と
は
、
山
に
す
む
者
の
大
き
な
心

配
と
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
解
決
す

る
た
め
、
手
始
め
に
、
ミ
ル
，
ク
給
食

が
は
じ
め
た
わ
ま
し
た
が
、
夏
に
こ

れ
が
、
完
全
給
食
を
学
校
毎
に
実
施

す
る
こ
と
は
｀
費
用
が
非
常
に
か
さ

ま
り
、
む
づ
か
し
く
、
こ
れ
を
ま
と

め
て
一
ヵ
所
で
処
理
す
る
計
画
が
す

す
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
賓

人

” 校
を

こ

の

肱

川

中

学

校

屋

内

運

動

の
設
計
が
で
き
、
今
月
下
旬
に
着

工
ず
る
連
ぴ
と
な
っ
た
の
で
、
十
三

日
鹿
島
健
設
、
大
林
組
、
西
松
建
設

i

吋，
1
1

建
設
、
内
田
工
務
店
の
五
社
を

指
命
、
競
争
人
札
を
行
っ
た
結
果
、

二
、
四

0
0万
円
で
大
洲
市
の
村
上
建

肱
川
屋
内

近
く

行

わ

れ

る

に

つ

か

い

ま

す

。

自

分

が

さ

れ

て

い

る

か

ど

う

か
、
こ
の
縦
覧
期
間
内
に
調
べ
て
下

、。

さ
し

へ

簿

の

縦

へ

て たが員気三
〇尼テ出欠十

席 席 H
どしーに
ぉ｀名
り次の
可のはさ
決全かれ
さ議‘‘
れ案全府月

業
の
次
代
に
及
す
大
き
な

え
、
こ
こ
に
学
校
給
食
セ
、
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
中
学
校
給
食
室
を

増
築
、
設
備
を
拡
充
し
、
，
主
任
以
下

．、

六
名
の
職
員
し
一
、
自
動
車
二
台
を
配

置
し
て
、
中
学
校
、
中
野
小
は
十
月

か
ら
、
そ
の
他
は
十
一
月
か
ら
、
全

町
が
完
全
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

，
町
で
は
、
町
民
各
位
の
こ

ご
協
力
を
切
望
し
て
い
る
。
＇

給

食

セ

ン

タ

ー

発

足

II

給
七、

に

と

加る
県
消
防
関
係
規
約
改

正

町
職
職
員
関
係
規
約
改
正

の
一
部
改
正

一
部
改
正

・`

設
に
決
定
し
た
。

尚
詳
し
い
事
は
、

定
。

む

だ

づ

か

[

ぃ

き

よ

ら

ヽ^

ろ
つ
カ

て

来
月
載
せ
る
予

—
劇
釘
O
l
,
＼
汀’
9
9
r
,
g
悶
閻
，
，
ぶ38
3
0
8
8
8
8

、Lり
8
c
o
-
8
8
$
N
8
8
8
8
8
8
8
S

、

J

や

め

み

な

貯

． 



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節

が
近
ず
い
て
き
ま
し
た
。
ィ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
流
行

性
感
冒
（
急
性
の
伝
染
病
）

で
す
。
こ
の
病
気
は
患
者
や

保
歯
者
が
セ
キ
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た

h
、
話
を
し
た
り
す
る
と
き
に
、
鼻

ゃ
口
か
ら
の
小
さ
な
ひ
ま
つ
の
中
に
、
一

病
原
体
の
ヴ
ィ
ー
ル
ス
菌
が
い
て
‘
-

こ
れ
を
岡

9
の
人
が
吸
い
込
む
た
め

，
次
か
ら
次
へ
と
伝
染
し
ま
す
。
―

こ
れ
ら
の
ひ
ま
つ
は
、
風
の
な
い
一

状
態
で
三
メ
i
ト
ル
の
距
離
ま
で
飛
び
．
＆

手
°
ク
シ
ャ
ミ
や
セ
キ
は
広
い
距
離
一

に
ひ
ま
つ
を
ま
い
て
感
染
の
機
会
な
っ

4
一
朝
夕
の
さ
む
さ
と
共
に
、
火
魔
の
一

正
山
に
保
育
所
を
開
設

幼
児
保
育
所
は
家
庭
保
育
の
不
足
一
シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
た
。
統
計
で
見
る

を
補
い
学
校
教
育
の
準
備
の
た
必
｀
＇
ー
と
県
内
で
発
生
す
る
火

最
近
特
に
必
要
と
さ
れ
て
居
h

ら

す

二

災

の

内

、

そ

の

四

四

％

町
内
で
も
予
子
林
と
大
谷
の
二
保
育
る
が
十
一
、
十
二
、
、
二
月
の

来

一

う

ち

に

お

こ

っ

て

お

り

、

所
が
既
に
県
の
指
定
を
受
け
、
開
設

を
し
て
ゞ
．
る
が
今
年
に
入
り
、
正
山

一
中
で
も
二
月
が
最
も
多

し

を

校
下
の
父
兄
か
ら
「
正
山
に
も
保
育
ン

く
、
一
三
％
も
発
生
し

．
火

所
を
」
と
望
む
声
に
●
町
で
も
積
極

て
い
る
。
原
因
別
に
見

防

的
に
県
に
働
き
か
け
た
結
果
、
こ
の
ヌ

程
許
可
と
な
り
ヤ
月
一

H
に

開

設

し

ー

り

る

と

た

ば

こ

が

最

高

で

曾

よ
た
き
火
｀
、
エ
ン
ト
ッ
｀

た
。
尚
九
月
の
定
例
謙
会
で
保
育
祈
．

火
’
カ
マ
ド
、
火
遊
び
の
順

を

設

閥

す

る

条

例

が

出

来

た

。

シ

第

二

次

結

核

，

魔

消

で

、

特

侭

日

常

身

の

ま

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

火

ゎ

り

で

使

用

す

る

火

器

第

二

次

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

を

次

の

一

に

よ

る

も

の

が

増

加

し

て
い
る
。
（
別
表
参
照
）
要
す
る
に
、

日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。
五
月
及
び

f

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
火
災
が
防
げ

七
月
に
受
け
て
な
い
人
は
今
度
必
ず
．

受
け
て
下
さ
い
。

戸＿『
1-一
臨
麟
一
⑳
蒻
時

5

酎
贔
戸
fr
岱
い
い
い
[

大

谷

＂

四

日

“
I
I
l
，
一
に
注
意
し
て
、
今
年
の
冬
は
一
件
の

輝

嗜

こ

間

に

位

出

に

は

｀

さ

な

い

様

に

し

た

い

賢

ぁ

令

9,.

，
ぶ
．
．
．
，
』
．
．
．
、
お
ら
が

，し
f

インフルエンザ

手‘
で

守

”
 

る

：

根

土

も

貯

蓄

ー

マ

ス

ク

過

信

は

禁

物

予

防

は

ウ

ほ
と
ん
ど
の
家
に
電
話

゜

マ

よ
•• 

い

患

：

近

ず

く

と

き

。

ー

ー

正

山

地

域

団

体

電

話

の

増

殿

ー

．
正
山
地
域
団
体
電
話
組
合
で
は
、
正

＇
図
人

u

中
に
入
る
と
き
。

山
に
交
換
台
（
大
川
四
八
番
）
を
お
上
鹿
酵
甘
＂
部
落
に

9

固
風
の
強
・
と
き
。

⑭
は
こ
り
つ
、
と
さ
し
〇

き
、
中
居
谷
、
名
荷
谷
の
各
部
落
に

上
鹿
野
川
部
茫
で
は
、
こ
の
程
放

に
使
い
｀
清
も
の
で
な
け
れ

く
る
か
ら
、
ク
シ
ャ
ミ
や
セ
キ
は
｀
は
な
ら
な
い
。
又
，
な
ひ
ま
つ
は
＇
支
線
を
の
ば
し
＼
地
形
に
恵
ま
れ
な

ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
お
A

っ
た
り
、
マ
マ
ス
ク
で
も
防
ぐ
蔓
来
な
い
か
い
同
地
域
で
の
重
要
な
施
設
と
な
っ
送
施
設
（
エ
費
約
八
万
円
）
を
完
成

且

[

[

'

つ

に

す

る

。

[

[

出

言

｀

。

い

い

只

且

旦

[-tco辻
い

汀

汀

戸

は

じ

め

1

充
分
な
睡
眠
を
と
る
。
．
と
、
の
ど
が
弱
く
な
り
、
抵
抗
．
）
数
は
九
一
戸
と
な
h
.
、
ほ
と
ん
ど
の

＼口口＇

〗
〗
ロ
ニ
ニ
十
[
J
J
O
'

口
〗
賢
〗
〗
い
喜
〗

i
p
〗
[
[
〗
冒
〗
〗
〗

`
[
〗
□

0

月
員
。
長
へ
申
込
む
〗
旦
旦
汀
旦
且
甘

0
〗
こ
と
と
し
、
数
、
よ
り
肥
育
組
合

の
様
な
間
違
い
を
少
し
で
も
な
く
す
を
作
り
研
究
を
．
め
る
と
共
に
、
農

し
お
協
で
も
和
牛
預
託
を
行
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